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NEDITファイルと右筆ファイルの相互変換について

N E DI Tファイルと右筆ファイルの相互変換について

梅田　政信*　牛島和夫*

1.はじめに

和文エディタFDMS [1]で作成された日本語ファイル(以下NEDエTファイル)を会話型汎用日

本語エディタ右筆[2]で取り扱えるように、あるいは右筆で作成された日本語ファイルく以下右筆

ファイル)をFDMSで取り扱えるように、ファイルの相互変換を行うプログラムを作成した。本来こ

の二つのエディタでファイルが共有できることが望ましいのであるが、両者のファイル形式が異なる

ために現在まで不可能となっていた。ファイルの相互変換プログラムを利用することによってこの両

者の間でファイルの共有ができるようになる。

相互変換プログラムが役に立つのには例えば以下のような場合がある。

論文などを日本語で作成する場合、仮名漢字変換の優れているFDMSが利用されている。しかしF

DMSで取り扱えるファイル形式が特殊なために、 FDMSで作成された論文中に右筆あるいはED工T

で作られたプログラム例を挿入したいような場合、プログラムが保存されているファイルを直接利用

することができない。このため、利用者は主に次の二つの方法で行っているようである。

(1)プログラムリストを見ながらFDMSで再入力する。

(2)論文に直接プログラムリストを張り付ける。

しかしこのような方法は能率が悪い上に誤りも多く、張り付けたりする編集作業も大変である。さ

らに(2)の場合原稿が分散して記憶されるためファイルの管理が難しくなる等の問題がある。したがっ

て相互変換プログラムを利用してプログラムテキストも一括してFDMSで取り扱えるようになれば

その効果は大きい。

一方、 COBOLなどのプログラム中でE]本語を使用する場合、漢字コード、 EBCDエCく以下漢字
I.

コードを全角文字、 EBCD工Cを半角文字と呼ぶ)ともに扱える右筆が利用されてきた。しかし、右

筆の仮名漢字変換機能は決して満足の行くものとは言い難く、利用者の負担は大きい。そこでプログ

ラム中の全角文字列として、 FDMSで作成された漢字データが利用できれば具合がよい。
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プログラムのページ

2.相互変換プログラムの使い方

2.1 JOYコマンド

相互変換はTSSのJOYコマンドにより行う。

オペランド

入力ファイル　出力ファイル　[JEFTOYUU i　ヱUUTOJEF]

[旦B t　旦B]

[旦PTION(ZE I ED I AT NO)]

(1)機能

(2)の変換指定にしたがいNED工Tファイルを右筆ファイルに、あるいは右筆ファイルをNEDエTフ

ァイルに変換する。

(2)オペランドの説明

JEFTOYUU　: NED工Tファイルから右筆ファイルへの変換指定。

YUUTOJEF　　　右筆ファイルからNEDエTファイルへの変換指定。

FB　　　　　　:右筆ファイルが固定長(80)であることを示す(2.2(3)参照)0

VB　　　　　　:右筆ファイルが可変長(最大255)であることを示す。

FB、 VBの指定がない時はVBとみなされる。

OPTION(ZE) :右筆ファイル中に含まれるaで挟まれていない半角文字列を、対応する全角文

字列に変換する。プログラムテキストをFDMSで利用する場合に指定するく2.

2(1)参照)0

OPTエONの指定がない時はOPT工ONくZE)とみなされる。

OPTION(ED) : OPTION(ZE)と同様な変換を行うほか、次に挙げる変換も同時に行う。こ

の変換によりFDMSのフォーマットモードでテキストイメージがそのまま再現

できる。

(B　テキストの先頭にaPTa、最後にaPE石)をそれぞれ付け加えるo

②　各行の先頭に3NL3を付け加え、行末の空自く半角文字)を取り除くo
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OPTION(AT) :右筆ファイル中に含まれるaで挟まれていない半角文字列をaで挟む。プログ

ラムテキストをFDMSで利用する場合に指定する。ただしOPT工ONくZE)と

は異なり、全角文字に変えるにはFDMSでaを/に変えなくてはならない。

OPTエONくNO) : ZE、 ED、 ATのような半角文字列の変換は行わないので、このファイルをFD

MSで処理すると半角文字列は消去される。

(注意)

J EFTOY〕U、 Y〕〕TOJ EFいずれの指定もない場合は変換方向を聞いてくるので、この時指

定する。

OPT工ONは右筆ファイルからNEDエTファイルへ変換する場合のみ有効である。

・下線部は省略形を表わす。したがって下線部の1文字だけでもよい0

(3) JOYコマンドの実行例

例1)固定形式FORTRAN77プログラムをNED王Tファイルに変換する。

°　　　°　　　°

READY

JOY PROG.FORT77　PROG.TEX YUUTOJEF FB OPTION(ED)

右筆ファイルからNEDITファイルへ変換

正常終了

READY

°　°　°

例2) NED王Tファイルを右筆ファイルに変換する。

READY

JOY KANJ工.TEXT KANJ工.DATA JEFTOYUU

NEDITファイルから右筆ファイルへ変換

正常終了

READY

-453-
九州大学大型計算機センター広報

Vol.16　No.4 1983



プログラムのページ

2.2　使用上の注意事項

JOYコマンドでファイルの相互変換を行う際の注意事項を挙げる。

(1) FDMSではaで挟まれた制御用の文字列(例えばaNi_a)以外は、半角文字列は扱えない。した

がって右筆やEDエTで作成された通常の半角文字列を含むファイルをNED工Tファイルに変換

すると、半角文字列は消去される。ただLaで挟まれた半角文字列はそのまま残るので、ノ半角文

字列がそのまま必要ならばオペランドにOPT工ON(AT)を指定するとよい。またOPTエON

(ZE)、 OPTエONCED)で全角文字列に変換される。

(2) FDMSと右筆では、テキスト中の空自く全角文字)の取り扱いが異なる。したがって相互変換を

行っているうちに行末に余計な空自ができたり、なくなったりすることがある。

(3) NED工Tファイルから右筆ファイル-変換する際右筆ファイルを固定長に指定すると、行末で行

溢れを起こしデータが失われる可能性があるo

3.使用例

J OYコマンドを利用する代表的な例を挙げる。

(1) NED工Tファイル　-　右筆ファイル

テキスト中に全角文字列を含むプログラムの作成。

①　漢字データを含まないCOBOLプログラムをED工T、またはPFDのエディタで作成する(リ

スト1参照)0

②　FDMSを用いて漢字データを作成する(リスト2参照)0

JOYコマンドを用いて②で作成したNED工Tファイルを右筆ファイルに変換する。

④　PFDの右筆で二つのファイルを(COPYコマンドで)併合する(リスト3参照)0

⑤　このファイルを編集するくリスト4参照)。これはCOBOLで書かれたJOYプログラム自身の

一部である。

(2)右筆ファイル　ー→　NEDエTファイル

プログラム片を論文中に組み込む例。

(B EDエT、またはPFDのエディタで作成されたプログラムをJOYコマンドでNED工Tファイル
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に変換する。この時オペランドにOPTエON(ED)を忘れずに書く。

②　FDMSで、プログラム部分を含まない論文を作成する。

③ (Bで作成したNEDエTファイルと②のNED工TファイルをくFDMSのMERGEコマンドで)併

合する。

④　このファイルを編集する。プログラム片は例えば以下のように組み込まれる。

c*　Mc CarthyIS　91　FUNCT工ON　*)

PROGRAM MCCARTHY;

VAR NUM :Integer;

FUNCT工ON MCC　91(エ　:INTEGER)　工nteger;

BEGエN

エF　　エ　>　100　THEN

MCC　91 :=　I　-　10

ELSE

MCC　91 :=　MCC　91くMCC　91く工+ll))

end;

BEGIN

READくNUM)∫

uRエTELNくMCC　91CNUM));

END

4.おわりに

このJOYコマンドは、 NEDエTファイルの仕様を解読して作成したコマンドで、今後この情報を

日本語SNOBOL4 [3]等に利用し、他のツール作成にも役立てていきたいと考えている。
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右筆　F2018.SOURCE.COBOL(JEFTOYUU)　　　　　-　　　　　　　表示桁　001 07苧
移動幅　===>　HALFコマンド入力　===>

00052

00053

00054

00055

00056

00057

00058

00059

00060

00061

00062

00063

00064

00065

00066

00067

00068

00069

00070

00071

00072

00073

10　OUT-TEXT　　　エC XC248).

PROCEDURE DIVI SION.

MAIN-PROC.

DISPLAY

PERFORM

PERFORM

UNTエL

PERFORM

DエSPLAY

STOP RUN

END-OF-MAIN.

I l JEF-TO-Y〕U.

F-OPEN-PROC THRU F-OPEN-EXIT.

F-COPY-PROC THRU F-COPY-E)くエT

F-EOF　=　エーTR〕E.

トCLOSE-PROC THRU F-CLOSE-EXIT.
・　NORM-END.

F-COPY-PROC.

READ　工NPUT-FILE AT END MOVE　トTRUE TO F-EOF

GO TO F-COPY-EXIT.

1F　く　エーCHAR (1)　　　　×-FLAG-1 ) AND

く　エーCHAR　く2)　=　TX-FLAG-2 )

PERFORM JEF-TO-YUU-PROC THRU JEF-TO-YUU-EXIT

wRITE OUTPUT-REC.

F-COPY-EXエT.

EXエT.

リスト1.

oooi.oooi.ooo N E DI Tファイルから右筆ファイルへ変換
0001.0002.000　右筆ファイルからN E DI Tファイルへ変換
0001.0003.000　正常終了　　　　　　　　　　'
0001.0004.000　異常終了

リスト2.

右筆　F2018.SOURCE.COBOL(JEFTOYUU)
コマンド入力　===>
00052

00053　00000001

00054　00000002

00055　00000003

00056　00000004

00057　　　　　　暮

00058

00059

00060

00051

00062

00063

00064

0006S

00066

00067

00068

00069

00070

00071

00072

00073

10　　OUT-TEXT　　　工C Xく248)

Sftrc--1

右
I

・
り
D

か
E
ル
N
イ
・
り
7
か
フ
ル
T
イ
I
ア
了
了

D
フ
終
結

E
撃
常
常

N
右
正
異

PROCEDURE

MAIN-PROC.

DエSPLAY

PERFORM

PERFORM

〕NT工L

PERFORM

D王SPLAY

STOP RUN

END-OF-MAIN.

ファイ
ファイ

換
換
変
変
M
<

レ

　

レ

I
ノ
'
ノ

DIVISION.

JEF-TO-YUU.

F-OPEN-PROC THRU F-OPEN-EXIT.

F-COPY-PROC THRU F-COPY-EXIT

F-EOF　=　ユITR〕E.

F-CLOSE-PROC THRU F-CLOSE-EXエT.

I NORM-END.

F-COPY-PROC.

READ　　エNPUT-FILE AT END MOVE　エーTRUE TO F-EOF

IF　(　エーCHAR　(1)

( I-CHAR (2)
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右筆　F2018.SOURCE.COBOL(JEFTOYUU)
コ-jンド入力　===>
00052

00053

0005A

00055

00056

00057

00058

00059

00060

00061

00062

00063

00064

00065

00066

00067

00068

00069

00070

00071

00072

00073

F

v
^
7
　
A

0

 

H

l
　
>

0

　

〓

O.ll
'
-
l

桁
幅
示
勤
表
移

10　　OUT-TE)<T PIC X<248).

01　KANJ工-DATA.

02  JEF-TO-YUU    PIC XU2)

vALUE ・NE DITファイルから右筆ファーィ'!レヘ変換丁・
02　　YUU-TO-JEF　　　　　エC )く(42)

vALUE　右筆ファイルからN E DI Tファイルへ変換●.
02　　NORM-END　　　　　　　エC X(10>

vALUE　-正常終了-.
02　　ABNO-END PIC Xく10)

vALUE　異常終了-.

PROCEDURE

MAIN-PROC.

D工SPLAY

PERFORM

PERFORM

UNTエL

PERFORM

DエSPLAY

STOP RUN

END-OF-MAIN.

Dエ∨工S工ON.

1　-　J EF-TO-YUU.

ド-OPEN-PROC THRU F-OPEN-EX工T.

F-COPY-PROC THRU F-COPY-EX工T

F-EOF　= I-TRUE_

F-CLOSE-PROC THRU F-CLOSE-E)くIT.

I I NORM-END.

リスト4.
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